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教授蒲生逸夫教授天野恒久教授坂本幸哉

論文内容の要 1:::. 
田

(目的)

母乳栄養児腸管内にピフイズス菌(以下ピ菌と略す)が生棲することから， 乳児腸内菌叢はビ菌化する

のが自然とされる椋になり， 1948年来の人乳中のピ菌促進物質についての多くの報告が， これに拍車をか

ける結果となった口 しかし，これらの成績は， ピ菌と乳汁rll の糖成分との関係に関するものが多く，蛋白

質との関係に関する研究は少い。一方，急速な発育を示す臓器，食物には必ず多量の燐蛋白が合まれる。

人乳カゼインに対するビ菌の関係は，興味深いと思われる。

(実験方法並びに材料)

牛乳 αーカゼインは Warner 法で，人乳 αーカゼイン相当部分は Warner 法と澱粉カラム法とを組合せ

て調整， r?紙電気泳動法により，単一分画である事を確めた。 ビ菌酵素分画は，母乳栄養児糞便から，人

ビ菌を分離培養し， Sundararajan & Sarma が牛牌臓から Phosphoprotein Phosphatase を分離した方

法に準じ， 硫安沈澱と水に対する透析とを反復し， 40倍以上に活性を高める事が出来た。 乙の酵素は

Protease 作用を示さないの牛ピ菌は生後25 日以内の仔犬糞便より分離し， 同様に処理した。無機燐定量

は， Fiske-Su barrow 法，総か~は混性灰化法によった。

(実験結果)

1. αーカゼインに対する人ピ菌酵素の作用

人乳 αーカゼインにのみ作用し，急速に，大量の燐遊離を見るが，牛乳 αーカゼインには作用しない。

2. 人ピ菌 Phosphatase の至適 pH

pH. 6.1 で，最大活性を認めた。

3. 酸化剤，還元剤の影響

還元剤として，アスコノレビン酸， システイン， チオグリコーノレ酸そ，酸化剤として，過酸化水素， 塩化
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沼二欽をf日いた。還元剤により活性は促進し，酸化剤により凹主される D

4. ビ菌酵ぷの Phosphatase 作用の判呉性

p-Nitrophenylphosphate, p-Nitrophenyldiphosphate, p-Nitrophenylpyrophosphate 及び Phospho­

serine につき pH 4.8--8.4 にわたり検したが， Phosphatase 作用を認めなかった口次に， 酸性モノエス

テラーゼの性質を持つ前立腺 Phosphatase を，人乳 αーカゼインに 6 時間作用させてから， ビ菌酵素を添

加すると，急速に大量の燐遊離が起るが， 前立腺 Phosphatase 作用のほぼ完了した 24 時間後に添加した

のでは，燐遊離を認めないロ逆に， ビ菌酵素を先に 3 時間働かせると， 前立腺 Phosphatase を添加して

も，燐遊離は促進されない口

5. ピ菌 Phosphatase の作用による人乳及び牛乳 αーカゼインの泳動像の変化

入手し αーカゼインは，作用後 l乙泳動像は著しく変るが，牛乳 αーカゼインでは，変化は見られない。

6. ピ菌 Phosphatase の種属特異性

人ピ菌の Phosphatase が，人乳の αーカゼインにのみ作用する点から，牛ビ菌についても調べたが人乳，

牛乳の何れにも作用しない口 同様に L. acidophi1us，大腸菌等には αーカゼインに対する Phosphatase 作

用は認められなかった。

(総括)

Harris が，蛙の卵に Phosphoprotein Phosphatase 作用を発見して以来， 乙の醇系の性状は， かなり

明らかにされているが，細菌において本酵素の存存を証明したのは， この私の成績が最初である。ビ菌の

Phosphoprotein Phosphatase は Sundararajan & Sarma が示した牛牌臓のそれと，多くの点において性

状がよく一致しており，至適 pH. も酸性側にあり，母乳栄養児腸管内で，充分その作用が発揮出来る。

しかし， 人ビ閣の Phosphoprotein Phosphatase は人乳 αーカゼインにのみ働くという日皮の某質特異

性が認められる。 これは，乳児栄養法を司:乳から牛乳に変えると，腸内開設からピ閣が影をひそめること

をよく前明するもので，牛乳栄養をなしつつ，腸内閣叢のみを， ビ商化する'jYの1mL':味な点を，基本的に

批判したものである。

論文の審査結果の要旨

n乳栄養児腸管内に優{むこ存在するピフィズス菌については， 以前から一回:乳の人工栄養にまさる点のー

っとして取上げられ， 人工栄養成績向上の)f法として腸管内にこれを氾I砧さす ~I:に努力が払われて米た。

木論文は観点を変えてピフィズス閣と乳汁 11 1 のカゼインの消化との関係を追求している。その結果， 舟.乳

栄養児nZj1(1ーに存在するビフィズス菌には， -/D::Jlの αーカゼインだけに作用して大量の燐を遊離させる Phos­

phoprotein phosphatase の存在する乙とが証明され，それそ40倍以上に精製し， Protease そ合まない酵

素を行た白木酵来は牛乳 αーカゼイン及び各和の低分子合成燐化合物には作用せず，高度の某11特異性が認

められた。至適 pH は 6.1 で，還元剤で促進され酸化剤で抑制された。仔牛のビフィズス菌，大腸菌，アチ

ドフィルス閣には入手し及び牛乳 αーカゼインに対する Phosphoprotein phosphatase 作m は;忍められなかっ

ナこ。
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以上の諸点から見ると， 従来の般に，人工栄養の際に腸内菌叢だけをビフィズス化する事は乳児栄養上

からは無志味ではなしゅ〉と芯えられる Q

以上のt5kに木論文は， ビフィズス閣下1-1 に， 高度の1;~ï'1特異性を有する Phosphoprotein phosphatase を

初めて証明した有意義な研究である。
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